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1 .  研究概要
りト 児期における蛋白尿の 研究、、 を主テー マに，
従来より集 団検尿を通して， 蛋白尿の 頻度， 年令差
性差， 疾患別 頻度などについて報告を行 っ てきた。
1 ) これら疾患の 中 には現在なお診断未確定例が
存在し， また新しい疾患の 発 見も期待さ れ， 早急に
究明が望 まれる。
2 ) 小 児科領域における重要な課題の 1 っとして
新生 児期 より思春期までの， いわ ゆ る成長に伴な う
尿 中 蛋白 質成分の年令的差異に関する検討がいまだ
行われていない。
3 ) 小 児期に最も頻度の 高い体位性蛋白尿 の病因
についてもいまだ確立さ れたものはな � ' o そ こで，
これらの 課題について， 腎機能 の 面 より， 尿蛋白 成
分分析面より， また， 腎組織像より解明すべ く 研究
を行 っ ている。
腎機能面では，日常ル ー チン に実施 きれているレ
ノ グラム より腎機能検査 値 を推定出来る数式 モデル
を作り，臨床応用を行 う べ く 研究をすすめている
(岡田 )。また， 従来行 っ てきた尿 蛋自 分析法にあらた
に SDS - polyacrylamide gel 電気泳動法を用い， 尿
蛋白 成分を質的面 よ り解明すべ 〈 研究を行 っ ている。
(鈴木)。 きらに異常所見者には腎組織レベルでの 検討
が必要であり， 光顕， 電顕， 蛍光抗 体検査 法よりの
検討を行 っ ている ( 樋 口 )。
最終的に， これら臨床所見 ・ 検査 成績を総合し，
腎疾患の 診断法の確立， 治療の設定， 予後の 推定定
が可能になるのではないかと考えられ， 研究を進め
てい く つもりである。
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